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「地域包括ケア病棟」の4つの機能  
 
①急性期からの受け入れ：ポストアキュート  
急性心筋梗塞や脳卒中、重症肺炎、外傷やがんを含む大手術等の高度急性期医療は
、2次3次医療圏の拠点病院で治療を受け、急性期を脱したところで身近な病院また
は院内の他病棟で受け入れる。  

②在宅・生活復帰支援  

③緊急時の受け入れ：サブアキュート（ICFで必要な支援が多い患者）  

（ICF: International Classification of Functioning，Disability 国際生活機能分類）  
在宅や介護施設で療養生活している方の肺炎や骨折等の軽症急性疾患は、直接身近
な地域の病院で受け入れる。  

④その他機能：ICFで必要な支援が少ない患者  

短期滞在手術等基本料3や慢性期の定期的な抗悪性腫瘍剤治療±緩和ケアに加え、糖
尿病教育入院等の患者。  

 
①③④の患者さんにリハビリや栄養管理、摂食機能療法、服薬指導、退院支援、退
院調整等を院内多職種協働で提供し、ケアマネージャーが在宅サービスの段取りを
して、最高60日を目安に在宅・生活復帰を目指す。  

 
                        ©地域包括ケア病棟協会会長、芳珠記念病院記念病院 仲井理事長  



地域包括ケア病棟は921病院、
24,600床 

 



 













地域医療構想 

（地域医療ビジョン） 

策定ガイドラインについて 
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病床機能報告制度、地域医療ビ
ジョンで病院機能分化がすすむ 

 



病床機能報告制度の今後の
流れ 

 









病床機能報告制度の4区分 

 







（日本全国） 



医療介護の需要予測 

 医療・介護需要予測（日本全国）  医療・介護需要予測（兵庫県） 



医療介護の需要予測 

 医療・介護需要予測（姫路市）  医療・介護需要予測（相生市） 



医療介護の需要予測 

 医療・介護需要予測（姫路市）  医療・介護需要予測（西宮市） 


